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A turbo-compressor is a type of multi-stage centrifugal compressor that is often used in factories to boost or compress 
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2.　ターボ圧縮機の空力，構造の特徴
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FEM 解析が用いられるが，CFD 解析に比べると 1 ケー
ス当たりの計算時間は格段に短く，また人間の手を煩わす
ことなく安定して解を得ることが可能である．よって，前
者の部分を従来どおり設計者の経験・判断を主体として実
施し，後者の部分を最適化ツールによって自動最適化する
ことで，全体の設計ループの迅速化を図ることにした．
最適化での評価パラメータは最大発生応力，共振離調範
囲，最大翼厚である．ここで共振離調範囲とは，想定され
る運転範囲（回転数範囲）に対し，既定値以上の離調
率 ( 3 ) をもって励振周波数（ディフューザ羽根枚数 Zv × 

回転数 n）とインペラ固有振動数が離調されている運転
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ては，ベース圧縮機の設計流量係数相当の流量での計算結
果を示している．B インペラ（ୈ 10 ਤ - ( b ) ）および C

インペラ（ - ( c ) ）では設計流量係数の増加に伴い，ベー
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で変化させることができる．なお，VIGV がある場合，


